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Ⅰ 事業計画の総括（事業方針と重点項目） 

 

総括 

 

平成30年度は、前年度における収支決算が公社の設立以来最も厳しい状況であったことを受け、

その対策として、平成 30 年 3 月に策定した「経営改革 5 カ年計画」の初年度にあたる取り組みを

事業計画の重点項目に掲げ、それぞれの事業に鋭意取り組んだ。 

 その結果、当期の収支決算は、収支計算書で 3,300 千円の黒字（前年度 13,640 千円の赤字）、

正味財産増減計算書で 430 千円の増加（前年度 18,490 千円の減少）となり、単年度収支の財務

健全化に向けた一定の目標を達成することができた。 

 しかしながら、計画上は増収増益を見込んでいたものの、実際の事業活動収入としては、対前年

度比で 7,300 千円の減収という厳しい状況にあり、結果的に組織体制や事業内容の見直し等による

支出抑制の効果が大きく作用したもので、脆弱な財務体質からは脱却ができておらず、本来の安定

した財務健全を図っていく上では、事業活動収入をいかに増やしていくかが喫緊の課題である。 

 とりわけ、訪問介護事業の実績が年々厳しさを増してきており、対前年度比 26,220 千円の減収

となっている。その主要因としては、事業の担い手である契約ホームヘルパーの新規採用ができず

に実人員が大幅に減少（年間 72 名→61 名）し、サービス提供の実績に影響を及ぼしていることに

あるが、それに対する有効的な策が見出せていないのが現状である。今後、介護人材等を効果的に

確保するため、短時間勤務やダブルワークへの対応、兼務体制の在り方等についての検証も含めて、

具体的・効果的な策を打ち出していく必要がある。 

 また、事業活動収入自体の増収を実現していくためには、既存事業についての精査を行うととも

に、新たな事業展開も視野に入れた検証が必要であり、「公社事業見直し検討会議」を中心に議論を

重ねてきた。その中でいくつかの提案がなされたが、具現化までには至っておらず、次年度以降も

継続して検討していくこととなった。なお、既存事業の安定的継続、新規事業の積極的展開、いずれ

においても人材の確保が不可欠であるため、平成 31 年度のキャッチフレーズを「対話を重視した

組織づくりの推進」とし、より公明正大な組織風土づくりに向けての強化を図り、働き甲斐・働きや

すさが両立する職場環境づくりを推進していくことにしている。 

 このように現状の公社事業運営を取り巻く情勢は、決して楽観視できる状況ではなく、諸課題の

改善に向けた改革を今後も積極的・継続的に推進していく必要がある。そのためには、「経営改革 5

カ年計画」の初年度の取り組みをしっかりと総括し、積み残しの課題や新たな課題への修正等を整

理した上で計画をローリングし、財務健全化に向けた経営改革に引き続き取り組んでいかなければ

ならない。 

 今後においても、公社主要事業である「公社独自事業」、「介護保険事業」、「障害者総合支援事業」、

「市受託事業」の 4 本柱の事業をそれぞれ的確に遂行するとともに、今後起こり得る様々な社会情

勢の変化に適応できる事業運営を推進していかなければならない。そして、宇治市や宇治市社会福

祉協議会をはじめとする関係機関や諸団体との連携・協力のもと、宇治市域における在宅保健・福

祉サービスの更なる充実・向上に寄与していけるよう、役職員が一丸となって取り組んでいく所存

である。 
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重点項目実施状況 

 

平成 30 年度の重点項目については以下の通り取り組んだ。 

 

（１）事業の効率化・省力化等を図り、財務健全化への取り組みを推進する。 

 

① より効率的・効果的な事業運営に向けた取り組みの推進 

 

 経営改革 5 カ年計画の初年度にあたり、経営会議や係長会議、各種検討委員会活動等の各々の部

門で、計画達成に向けての進捗状況の確認や、課題整理、改善等を行ったことにより、単年度事業収

支としては 5 期ぶりの黒字となり、初年度の目標を達成することができた。 

しかしながら、財務計画では増収増益を見込んでいたが、悪天候によるデイサービスの時間短縮

や地域福祉センターの工事による休館等の影響、更には人材確保が困難を極める等、様々な要因で

増収には至らなかった。 

 平成 30 年度 4 月より、西小倉事業所と広野事業所のヘルプサービス係を広野事業所内に統合化

させ、東宇治事業所ヘルプサービス係との 2 拠点化とした初年度については、統合当初は業務の一

元化に手間取る部分もあったものの、担当職員の努力もあって事業自体は軌道に乗せることができ

た。しかし、担当職員の退職やそれに伴う新規職員の採用と育成、更に契約ホームヘルパーの減少

に歯止めがかからない等、サービス提供体制が十分に整えられず、収入としては過去最低の実績と

なり、公社全体の収入実績に大きく影響した。 

デイサービスでの昼食提供の在り方の検討については、センター内の厨房で委託業者による調理

方式での提供を行ってきたが、実際にかかる経費が利用者負担では賄えず、公社負担が年々増大し

てきたことから、昼食提供方法等の検討を行い、平成 17 年から据え置いていた昼食代を値上げす

るとともに、おやつの提供の見直し等を図った。その結果、これまでの公社負担額を減らすことが

できたが、抜本的な見直しまでには至らず、引き続き検討することとした。 

 

② システム等の利活用による業務軽減に向けた取り組みの推進 

 

 介護保険システムの契約年限の満了を迎え、既存のシステムを継続するか新たなシステムの導入

を図るか、総務課や介護保険事業担当係にて、情報収集やデモンストレーションの受け入れ等を行

い検討したが、結果的に新たなシステム導入には至らなかった。引き続きタブレットやスマートフ

ォンの活用等、介護現場の省力化に資するシステムの検討を行っていく。 
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（２）柔軟且つ即応性の高いサービスの開発と質の向上を推進する。 

 

① 既存事業の見直しや新規事業の研究等に向けた取り組みの推進 

 

公社事業見直し検討会議の中では既存のサービス内容の見直しと、新たに取り組む事業の他、人

材確保の在り方についても検討を行い、いくつかの提案がなされた。これらについては、具現化に

向けて継続して検討することとした。 

公社独自事業としての介護保険等制度外の訪問介護サービス（自主サービス）の提供については、

これまで訪問介護事業の中で担ってきたが、折からの人材不足により自主サービスにまで手が回ら

ない状況にあることから、サービス提供や利用料金の見直しを進めた。その結果、次年度より自主

サービスの提供体制や料金を見直すこととした。 

国が新たに制度化した生活援助従事者研修課程コースの開催については、平成 30 年度中に示さ

れる予定のカリキュラムが示されず開催には至らなかった。 

 

② 地域包括ケアシステム構築の寄与に向けた取り組みの推進 

 

 3 ケ所の地域福祉センターを含む公社 4 拠点において、各々の地域特性や関係団体等との連携に

より地域密着型事業に取り組んだ。 

 平成 28 年度から宇治市社会福祉協議会と取り組んだ「ぽっぽとうじピョンの未来の宇治の福祉

を考える合同プロジェクト」については、「共働プロジェクト」に名称を改め、他法人の参加も呼び

掛ける中で、合同勉強会や狭間なくし隊の勉強会の開催等を行った。 

 平成 30 年度から公社が指定管理を受ける 3 ケ所の地域福祉センターの一部改修工事に着手され

たことから、担当課との意見交換を行い、地域福祉センター再整備計画に対する提案を行った。 

 また、宇治市が進める「認知症の人にやさしいまち・うじ」の実現に向けてその中核機能を担う公

社においては、認知症の人の就労の場である茶摘みに、公社のアクションとして職員が参加した。 

 

（３） 公明正大な組織風土、働き甲斐・働きやすさが両立する職場環境づくりを推進する。 

 

①「きょうと福祉人材育成認証事業所」、「ワーク・ライフ・バランス認証事業所」として相応しい 

更なる良質な職場環境づくりに向けた取り組みの推進 

 

きょうと福祉人材育成認証事業所については、府内の大半の法人が取得していることから、上位

認証取得に向けた検討を行った。その結果、上位認証取得のための条件の一つとして、人事考課制

度の導入等があり、これらの制度設計が前提となることから、当面の間は人事考課の仕組みについ

て再検討を行っていくこととした。 
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また、衛生委員会では、各事業所において、産業医の助言・指導のもとに、働きやすい職場環境づ

くりの推進に向けて、ストレスマネジメント、時間外管理、労務環境改善等に向けた取り組みやそ

の発信を行った。更に、初めて産業医と気軽に対話ができるカフェ形式のつどいを開催し、参加し

た職員から好評を得た。 

 

②「人材育成計画」に基づく人材の計画的な確保・育成に向けた取り組みの推進 

 

平成 30 年度は、職員一人ひとりが目標管理シートを作成し、それに基づいて四半期ごとに所属

長からのヒアリングを行う形態をとった。これにより係員と所属長との対話の頻度が増し、円滑な

コミュニケーションを図るとともに、職員各々の抱える課題に沿った助言、指導を行えるようにな

った。 

また、各種検討委員会の中に社内研修企画検討委員会を設置し、公社職員の資質や技能向上に資

する研修についての内容、方法等の検討と企画実施、職員の資質向上のために必要な方策に関する

提案等を行った。この中で研修や人材育成上の課題として職員間の人間関係上の課題や、公社とし

て仕事の進め方、考え方の基準が不明確であることが指摘された。こうしたことから、職員各々の

価値観や仕事に対する思いの違いを認め合い、その上で働きやすい職場環境、自分の技能が発揮で

き、やり甲斐を感じられる職場づくりに向けて、例年の人権研修として、人権をテーマにした職員

間でのディスカッションを中心に開催してはどうかとの提案がなされた。 

 

③ 職員の処遇改善、職場環境の諸整備に向けた取り組みの推進 

 

処遇改善に関しては処遇改善加算を活用しながら、デイサービス職員の業務手当の増額や、アル

バイト職員に対する祝日手当を創設した。契約ヘルパーに関しては身体介護業務の時給や通勤手当、

早朝夜間・土日加算の増額、更に祝日加算の創設等の改善を図った。 

職場環境の整備についてはハラスメント防止の観点から ES 委員会活動において、「ハラスメント

防止 7 か条」を作成し周知を図った。 

社内研究発表会は、研修企画検討委員会の提案に基づき、人権研修と社内ネットワーク会議を一

体的なものにし、全事業所共通テーマでの開催とした。公社職員全体研修としてファシリテーショ

ン研修を開催し、職員相互が思いや意見を受容し、共感的な態度でディスカッションを進める方法

を学んだ。その後、事業所ごとで共通テーマ「職場内での人権（職員一人一人を大切にする、大切に

される職場づくり）」に沿ったディスカッションの場（対話ミーティング）を設け、その結果を公社

全体で共有することとした。 
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Ⅱ 理事会・評議員会等開催状況 

 

（１）理事会開催状況 

 

第 41 回 理事会 [平成 30 年 5 月 28 日開催] 

 

議案第 1 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 平成 29 年度事業報告書（案）」について 

議案第 2 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 平成 29 年度決算報告書（案）」について 

議案第 3 号 
「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 平成 29 年度公益目的支出計画実施報告書

（案）」について 

議案第 4 号 
「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 理事、監事及び評議員の報酬及び支給の要件

並びに費用弁償に関する規則」の一部改正について 

議案第 5 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 職員給与規程」の一部改正について 

議案第 6 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 パートタイマー等規程」の一部改正について 

議案第 7 号 「第 15 回評議員会の招集｣について 

報告第 1 号 「理事長等執務報告」について 

報告第 2 号 「平成 30 年度地域力助成事業」について 

報告第 3 号 「平成 29 年度事故・苦情・サンクスレポート」について 

報告第 4 号 「平成 30 年度夏季賞与、特別賞与の支給」について 

 

第 42 回 理事会 [平成 30 年 7 月 13 日開催]（みなし理事会） 

 

議案第 8 号 「第 16 回評議員会の開催｣について 

議案第 9 号 「平成 30 年度地域力助成事業（助成団体）の採択」について 

 

第 43 回 理事会 [平成 30 年 8 月 8 日開催] 

 

議案第 10 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 パートタイマー等規程」の一部改正について 

報告第 5 号 「理事長等執務報告」について 

報告第 6 号 「平成 30 年度第 1 四半期収支実績」について 

報告第 7 号 「宇治市出資法人自己評価報告書の提出」について 

報告第 8 号 「平成 30 年 6 月市議会全員協議会報告における主な質疑応答概要」について 

報告第 9 号 「宇治市からの回答書及び新たな要望書の提出」について 
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第 44 回 理事会 [平成 30 年 11 月 5 日開催] 

 

報告第 10 号 「理事長等執務報告」について 

報告第 11 号 「平成 30 年度上半期収支実績報告」について 

報告第 12 号 「平成 30 年度冬季賞与、特別賞与の支給」について 

報告第 13 号 「平成 30 年度上半期事故・苦情・サンクスレポート」について 

報告第 14 号 「平成 30 年 9 月市議会全員協議会報告における主な質疑応答概要」について 

報告第 15 号 「寄附受納」について 

 

第 45 回 理事会 [平成 31 年 1 月 28 日開催] 

 

報告第 16 号 「理事長等執務報告」について 

報告第 17 号 「平成 30 年度第 3 四半期収支実績報告」について 

報告第 18 号 「平成 31 年度事業計画書（案）の概要」について 

 

第 46 回 理事会 [平成 31 年 3 月 20 日開催]（みなし理事会） 

 

議案第 11 号 
「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 平成 30 年度収支補正予算（第１号）」につい

て 

議案第 12 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 高齢者福祉事業基金規程」の制定について 

 

第 47 回 理事会 [平成 31 年 3 月 26 日開催] 

 

議案第 13 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 平成 31 年度事業計画書（案）」について 

議案第 14 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 平成 31 年度収支予算書（案）」について 

議案第 15 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 職員就業規則」の一部改正について 

議案第 16 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 契約職員規程」の一部改正について 

議案第 17 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 パートタイマー等規程」の一部改正について 

議案第 18 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 職員旅費規程」の一部改正について 

報告第 19 号 「理事長等執務報告」について 

報告第 20 号 「平成 30 年度収支決算見込み」について 
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（２）評議員会開催状況 

 

第 15 回 定時評議員会 [平成 30 年 6 月 20 日開催] 

 

議案第 1 号 「理事の選任」について 

議案第 2 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 平成 29 年度決算報告書（案）」について 

議案第 3 号 
「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 理事、監事及び評議員の報酬及び支給の要件

並びに費用弁償に関する規則」の一部改正について 

報告第 1 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 経営改革 5 カ年計画」について 

報告第 2 号 
「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 平成 30 年度事業計画書及び収支予算書」に

ついて 

報告第 3 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 平成 29 年度事業報告書」について 

報告第 4 号 
「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 平成 29 年度公益目的支出計画実施報告書」

について 

報告第 5 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 職員給与規程」の一部改正について 

報告第 6 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 パートタイマー等規程」の一部改正について 

報告第 7 号 「理事長等執務報告」について 

報告第 8 号 「平成 30 年度地域力助成事業」について 

報告第 9 号 「平成 29 年度事故・苦情・サンクスレポート」について 

報告第 10 号 「平成 30 年度夏季賞与、特別賞与の支給」について 

 

第 16 回 評議員会 [平成 30 年 8 月 8 日開催] 

 

報告第 11 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 パートタイマー等規程」の一部改正について 

報告第 12 号 「理事長等執務報告」について 

報告第 13 号 「平成 30 年度第 1 四半期収支実績」について 

報告第 14 号 「宇治市出資法人自己評価報告書の提出」について 

報告第 15 号 「平成 30 年 6 月市議会全員協議会報告における主な質疑応答概要」について 

報告第 16 号 「宇治市からの回答書及び新たな要望書の提出」について 
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Ⅲ 役員・評議員等名簿 

 

（１）役員名簿（平成 31 年 3 月 31 日現在） 

 

役 職 氏 名 備     考 

理 事 長 岡本 民夫 同志社大学名誉教授 

副理事長 奥西 隆三 宇治市社会福祉協議会会長 

専務理事 栢木 利和 宇治市福祉サービス公社理事 

理 事 五艘 雅孝 有識者 

理 事 塚原 理俊 有識者 

理 事 有賀やよい 医師 

理 事 池田 正彦 宇治東福祉会理事長 

理 事 笹部 和男 弁護士 

理 事 藤田 佳也 宇治市健康長寿部部長 

理 事 山崎  彰 宇治市連合喜老会副会長 

監 事 土肥  誠 宇治市会計管理者 

監 事 服部 広志 京都銀行宇治支店長 

 

顧 問 伊藤 義明 前宇治市福祉サービス公社副理事長 

 

（２）評議員名簿（平成 31 年 3 月 31 日現在） 

 

役 職 氏 名 備     考 

評 議 員 大西 幸江 宇治市女性の会連絡協議会役員 

評 議 員 岡野 英一 龍谷大学特任教授 

評 議 員 門阪 庄三 宇治久世医師会 

評 議 員 寺澤耕一郎 宇治市民生児童委員協議会理事 

評 議 員 大下 勝宣 宇治市健康長寿部副部長 

評 議 員 舩川 菊枝 宇治市シルバー人材センター理事 

 

（３）第三者委員名簿（平成 31 年 3 月 31 日現在） 

 

役 職 氏 名 備     考 

委 員 山口  勲  

委 員 山北千代子  

       ※介護保険事業・障害者総合支援事業の利用者等に対しての第三者的な相談・苦情窓口 
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Ⅳ 事業実績 

 

公社独自事業 
 

 

＜定款第 4 条(1)＞ 在宅保健福祉サービスの調査研究、知識の普及啓発、相談等 

に関する事業 

 

＜定款第 4 条(2)＞ 自主的な在宅保健福祉サービスの提供に関する事業 

 

＜定款第 4 条(10)＞ 地域保健福祉に寄与する関係団体等に関する支援、助成事業 
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＜定款第 4 条(1)＞ 在宅保健福祉サービスの調査研究、知識の普及啓発、相談等 

に関する事業 

 

公社会員の状況 

 

≪平成 30 年度会員数≫  賛助会員（法人会員 30 団体 ・ 個人会員 78 名） 

 

情報誌の発行 

 

公社情報誌「ぽっぽ」（各 2,500 部発行）を公社会員や利用者、関係機関等に配布し、知識・情

報の普及啓発を行った。 

◆実績 

第 43 号（平成 30 年 7 月発行） 

第 44 号（平成 31 年 1 月発行） 

 

講師派遣 

 

「ほほえみ介護塾」をはじめ、様々な講習会等に職員を派遣し、在宅保健福祉サービスについて

の知識の普及啓発を行った。 

◆実績 

派遣内容 派遣回数 

介護塾講師 36 

サポートセンター出張講座講師派遣（地域団体、学校） 36 

認知症関連講演会等講師派遣 4 

宇治市生活支援員（39 支援員）養成講座 11 

 

 

弁護士による相談事業 

 

高齢者や障害者、その家族を対象に、弁護士による予約制（月 1 回）の法律相談を実施した。 

◆実績 

（実施日）    月 1 回（原則第 4 木曜日）午後 2 時～4 時 30 分 

（実施場所）   奇数月…西小倉地域福祉センター 偶数月…東宇治地域福祉センター 

（延相談者数）  11 名 

（相談内容例）  相続…6 件 / 遺言…2 件 / 財産管理…1 件 

成年後見…1 件 / 消費者問題…1 件 

※インターネット検索環境の充実や同様の事業の普及により、年々予約相談件数が減少傾向にあったため、一定の目的

は達したと判断し、平成 30 年度末を以って事業を終了とした。 
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情報の収集と提供 

 

公社情報誌「ぽっぽ」、公社ホームページを活用して利用者・市民に向け、公社で実施する事業の

情報提供を行った。 

また、インターネット上における介護関係の情報収集に努め、各職員に周知を図るとともに、事

業所ブログ（年間更新 124 回）や Facebook や Twitter、Instagram を活用して、公社の取り組

みや最新情報の発信に努めた。 

公社イメージキャラクターの「ぽっぽ」の着ぐるみを公社主催イベントや赤い羽根共同募金街頭

活動等で使用し公社の PR に活用した。 

 

 

＜定款第 4 条(2)＞ 自主的な在宅保健福祉サービスの提供に関する事業 

 

家事援助サービス（自主サービス） 

 

介護保険法では対応できない院内介助等の利用者ニーズに対して、自主サービスとして実施した。 

◆実績 

（単価）生活援助＜350 円／15 分＞・身体介護＜450 円／15 分＞ 

 

 

 

 

 

福祉人材研修事業 

 

１）ほほえみ介護塾 

 

平成 28 年度までは年 2 回の開講で実施してきたが、年々受講者が集まらなくなってきている状

況を踏まえ、年 1 回での開講とした。 

介護人材の確保が喫緊の課題となっている状況にも関わらず、ここ数年、ほほえみ介護塾の受講

希望者だけでなく、受講修了者の当社への入職者も低迷していることから、受講者募集ならびに入

職につながる取り組みが必要となっている。 

◆実績 

 

 

 

 

 

 東宇治 ぽっぽ 計 

実人員 6 11 17 

派遣回数 176 32 208 

実施時期 
8 月 1 日（水）～ 

11 月 16 日（金） 

受講者数 9 

修了者数 9 

入職者数 3 
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２）介護技術習得・介護予防ボランティア養成サービス 

 

介護予防事業「スロートレーニング教室」「パワリハトレーニング教室」「まるごとトレーニング

教室」「トータルぷらすコース」「あたまイキイキ教室」を支援するサポーターの育成や、既にサポー

ターとして活躍している方々の研修の場として、健康づくりのテーマと実施事業の紹介を行った。 

 ◆実績 

開催日 テーマ 参加者数 

6 月 22

日 

人と、どう向き合うか～聴く、ということ～ 101 

9 月 25

日 

出会う、つながる、楽しむ、通いの場を知ろう！ 67 

1 月 31

日 

聞こえにくい方へのサポート～高齢者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ～ 
62 

3 月 26

日 
脳活性化の実践法～その効果とアロマ体験～ 71 

 

 

３）公社サービス利用者等リハビリサポート 

 

リハビリ専門職が公社内外のデイサービスやケアマネジャーからの依頼を受けて、サービス利用

者へ運動指導や福祉用具を含む住環境改善等のアドバイスを行った。また、介護予防事業終了時に

おいて、参加に必要な情報共有を他職種・関係者とともに行った。平成 30 年度は、殆どが相談援

助職（ケアマネ・包括・相談支援員）からの依頼であった。 

◆実績 

 

 

 

 

 

財産保全・管理サービス 

 

宇治市在住の概ね 65 歳以上の方で、身体の障害や、判断能力が不十分なために、日常生活を営

むことが困難である公社利用会員を対象に、公社が契約した貸金庫にて、重要書類（有価証券、権利

書等）を預かるサービスであるが、ここ数年は問い合わせも利用実績もなく、平成 30 年度末を以

て事業を終了とした。 

 

 

 

 運動指導等 

リハビリ相談 

福祉用具等 

住環境改善相談 

教室終了後 

フォロー 

実施回数 3 2 5 
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輝き支援事業 

 

平成 17 年度から平成 26 年度までの 10 年間に亘り、宇治市委託事業として取り組んできた「輝

き支援 2015～高齢期支援システム創造事業～」の後継事業として、公社公益目的事業として実施

した。 

 

１）講座 

 

これまで開催してきた市民講座の中で、特に継続の要望の高かった人気講座を中心に開催した。 

◆実績 

 

 

 

 

２）活動支援 

 

◎地域の美化活動支援（ガーデニングボランティア） 

西小倉地域福祉センター及び公社中宇治事業所近くの空き地（「ぽっぽガーデン」と命名）の 2 カ

所の花壇を、ガーデニング教室から派生したガーデニングボランティアの皆さんと、春・秋の花壇

の設計、植え替えを中心に、4 月～11 月は月 2 回、12 月～3 月は月 1 回管理作業を行った。 

また、府立宇治支援学校高等部の協力も得て、生徒とボランティアが協働で活動した。 

 

◎コーヒーボランティア活動支援 

「おいしいコーヒーの淹れ方教室」の受講者が、教室で学んだコーヒーの淹れ方の技術を活かし

て、宇治ボランティア活動センター主催の「ボランティアマッチングサロン」の喫茶コーナーで喫

茶活動を行った。 

 

◎自主グループの継続支援 

輝き支援事業での各種講座がきっかけとなり誕生した自主グループ、「旬菜クラブ」「楽菜クラブ」

「鱚菜クラブ」「楽歩会]「旅サークル」「写遊会」「青春同好会」の定例活動を支援した。 

 

◎FOREVER FOLK in 宇治の継続 

過去 12 回にわたり開催してきた「FOREVER FOLK in 宇治」のこれまでの出演者・スタッフ

で独立した団体として立ち上った『宇治市フォークソング愛好会 FOREVER FOLK』の活動とし

て、「愛好会の集い（音タイム）」を 2 ヶ月に 1 回の計 6 回開催した他、地元福祉施設、地域のイベ

ントでの演奏活動、公社のイベント協力を実施するにあたり、会場の提供、物品の貸し出し等の支

援を行った。 

 

実施事業名 実施回数 延参加者数 

青春歌声広場 12 604 

こだわり料理教室 11 175 
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そして、自主団体として 4 回目の主催となる「第 16 回 FOREVER FOLK in 宇治」を平成 30

年 11 月 18 日に宇治市生涯学習センターで開催し、200 名近い参加者を得て終了した。 

更に、京都府立山城総合運動公園太陽ヶ丘と公社とで、地域連携、協働事業として覚書を締結し、

『愛好会』と協働して太陽ヶ丘を活用しての地域の魅力創出のためにも貢献した。 

 

３）共催事業 

 

宇治市生涯学習センター、宇治ボランティア活動センターと共催で、『仕事に没頭していた現役時

代を卒業し、今までとは違った地域社会での活動や余暇の時間の活用を模索されている方』を対象

に、生涯学習やボランティア活動等について紹介し、参加者同士の交流と活動に参加するきっかけ

作りにつなげるための「はじめよう！セカンドライフ」を行った。 

◆実績 

開催日 内容 参加者数 場所 

6 月 29 日 

新しいことはじめ～身近にできること・やりたいこと・楽

しいこと～ 

石田易司氏（桃山学院大学社会学部社会福祉学科教授） 

24 

宇 治 市

生涯学

習セン

ター 

7 月 20 日 

豊かな時間の過ごし方ヒント～２人のお話から～ 

黒川 宰氏（えいこだよ） 

神門康子氏（人形劇団「あ」） 

13 

10 月 2 日 
高齢化社会と新しいことはじめ～人間の幸福から考える～ 

上掛利博氏（京都府立大学福祉社会学部教授） 
18 

10 月 16

日 

豊かな時間の過ごし方ヒント～２人のお話から～ 

星野敬子氏（点訳グループ宇治川） 

森 茂夫氏（サロン巨椋） 

19 

 

＜定款第 4 条(10)＞ 地域保健福祉に寄与する関係団体等に関する支援、助成事業 

 

地域力助成事業 

 

地域住民が主体となって、地域力の向上や地域福祉の向上を目指して活動している 1 団体に対し

て、活動を支援するために総額 800 千円の助成を行うことにより、福祉のまちづくりの原動力とな

る地域力の育成に寄与することができた。 

◆実績 

 

 

 

助成団体名 助成事業内容 

サポートセンターきんと雲 
きんと雲の元気プロジェクト事業 

800 千円 
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介護保険事業 
 

 

＜定款第 4 条(3)＞ 居宅介護支援、介護予防支援に関する事業 

 

＜定款第 4 条(4)＞ 訪問介護、介護予防訪問介護に関する事業 

 

＜定款第 4 条(5)＞ 通所介護、介護予防通所介護に関する事業 

 

  ＜定款第 4 条(6)＞ 介護予防・日常生活支援総合事業に関する事業 
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＜定款第 4 条(3)＞ 居宅介護支援、介護予防支援に関する事業 

＜定款第 4 条(6)＞ 介護予防・日常生活支援総合事業に関する事業 

 

居宅介護支援事業 

 

要支援・要介護の方からの相談に応じて、利用者の希望や心身の状態等を考慮した、適切な在宅

または施設のサービスが利用できるよう、各種サービス事業者との連携を図り、介護及び介護予防

サービス計画の作成、サービス提供の確保を行った。 

 

◆実績 

 

 西小倉 東宇治 広野 中宇治 計 

介護支援専門員数 ５ ５ ５ ３ 18 

延給付管理件数 2,087 1,993 2,203 1,292 7,575 

事業対象者 0 2 46 1 49 

要 支 援 １ 52 103 195 127 477 

要 支 援 ２ 152 105 321 125 703 

要 介 護 １ 740 847 707 572 2,866 

要 介 護 ２ 549 461 454 303 1,767 

要 介 護 ３ 368 254 272 92 986 

要 介 護 ４ 102 159 134 65 460 

要 介 護 ５ 124 62 74 7 267 

一人当り給付管理／月 33.1 31.5 32.0 32.4 32.2 

※一人当り給付管理は、予防給付等（事業対象者・要支援 1･2）については 1/2 件でカウント 
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＜定款第 4 条(4)＞ 訪問介護、介護予防訪問介護に関する事業 

＜定款第 4 条(6)＞ 介護予防・日常生活支援総合事業に関する事業 

 

訪問介護事業（ホームヘルプサービス） 

 

要支援・要介護の方に対して、ホームヘルパーを派遣し、自立した日常生活を営むことができる

よう、排泄・食事・入浴等の身体介護や、掃除・調理等の生活援助を行った。 

 

◆実績 

 

 東宇治 ぽっぽ 計 

＊

介

護

給

付 

身 体 介 護 
延利用人数 382 691 1,073 

延派遣回数 5,362 10,692 16,054 

身 体・生 活 
延利用人数 339 292 631 

延派遣回数 3,022 2,047 5,069 

生 活 援 助 
延利用人数 504 1,375 1,879 

延派遣回数 3,595 10,780 14,375 

＊

予

防

給

付 

予 防 介 護 Ⅰ 

（週 1 回程度の訪問） 

延利用人数 362 585 947 

延派遣回数 1,283 2,197 3,480 

予 防 介 護 Ⅱ 

（週 2 回程度の訪問） 

延利用人数 104 162 266 

延派遣回数 837 1,318 2,155 

予 防 介 護 Ⅲ 

（週 2 回程度を超える訪問） 

延利用人数 0 8 8 

延派遣回数 0 99 99 

総合

事業 

生活支援型訪問サービス

（週１回程度の家事） 

延利用人数 48 66 114 

延派遣回数 127  250 377 

計 
延利用人数 1,739 3,179 4,918 

延派遣回数 14,226 27,383 41,609 

※介護給付は要介護 1～5 の方、予防給付は要支援 1～2 の方、総合事業は事業対象者・要支援の方を対象 
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＜定款第 4 条(5)＞ 通所介護、介護予通所介護に関する事業 

＜定款第 4 条(6)＞ 介護予防・日常生活支援総合事業に関する事業 

 

通所介護事業（デイサービス） 

 

要支援・要介護状態の方に対して、通所（送迎）による入浴、食事等の各種サービス、及びそれぞ

れのニーズに応じた介護、機能訓練等を提供し、利用者個々に満足してもらえるサービスの提供を

行った。 

認知症対応型デイサービスにおいては、宇治市内の 8 カ所のセンター間で、各々の課題について

情報交換を行い、資質の向上を図る為の連絡会が開催され、「認知症の人にやさしいまち・うじ」の

取り組みにちなんで、「れもんデイサービス」という統一名称を用いて事業を展開している。 

また、家族（介護者）に対しても身体的・精神的介護負担の軽減が図れるようサポートした。 

 

◆実績 

 

 西小倉 東宇治 広野 
計 

施設区分 通常型 認知症型 通常型 認知症型 通常型 

定 員 25 10 25 10 23 93 

運営日数 357 305 359 307 357  

延利用人員 7,441 2,104 7,264 1,205 7,038 25,052 

事業対象者 80 0 7 0 0 87 

要 支 援 １ 125 0 66 6 184 381 

要 支 援 ２ 542 0 676 0 283 1,501 

要 介 護 １ 2,596 597 2,616 169 2,409 8,387 

要 介 護 ２ 2,159 526 2,352 305 1,424 6,766 

要 介 護 ３ 1,183 463 1,210 341 1,735 4,932 

要 介 護 ４ 547 518 292 201 774 2,332 

要 介 護 ５ 209 0 45 183 229 666 

１日平均人数 20.8 6.9 20.2 3.9 19.7  

 

   ※西小倉 9/4（火）台風、2/25（月）、3/10（日）、3/11（月）高圧機器改修工事により休業 

   ※東宇治  9/4（火）台風、3/3（日）高圧機器改修工事により休業 

   ※広野  9/4（火）台風、11/20（火）・12/18（火）浄化槽撤去公共下水道接続工事、 

 2/24（日）高圧機器改修工事により休業 
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障害者総合支援事業 
 

 

＜定款第 4 条(7)＞ 障害者福祉サービスに関する事業 

 

＜定款第 4 条(8)＞ 障害児福祉サービスに関する事業 
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＜定款第 4 条(7)・(8)＞ 障害者・障害児福祉サービスに関する事業 

 

居宅介護事業（ホームヘルプサービス） 

 

障害者総合支援法に基づき、対象の方に対してホームヘルパーを派遣し、可能な限りその有する

能力に応じた日常生活を営むことができるよう支援した。 

◆実績 

 東宇治 ぽっぽ 計 

実利用者数 41 58 99 

派遣回数 3,693 8,771 12,464 

派遣時間 5178：25 7,568：00 12,746：25 

 

 

移動支援 

 

障害者総合支援法に基づき、対象の方に対してホームヘルパーを派遣し、外出のための移動支援

を行った。 

◆実績 

 東宇治 ぽっぽ 計 

実利用者数 5 8 13 

派遣回数 574 141 715 

派遣時間 309:30 94:00 403:30 

 

 

障害者相談支援センター 

 

在宅サービスを利用する障がい児・者に対しての計画相談が必須となっていることから、これに

対応するために 2 名の相談支援専門員を配置して事業にあたった。 

◆実績 

 サービス利用計画作成 

総件数 654 

実人数 61 

 

 

 

 

 



21 

 

宇治市受託事業 
 

 

＜定款第 4 条(9)＞ 在宅保健福祉サービスに関する受託事業 
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＜定款第 4 条(9)＞ 在宅保健福祉サービスに関する受託事業 

 

訪問型事業 

 

１）訪問指導事業（健康増進法に基づく事業） 

40 歳以上 65 歳未満の心身機能が低下している方を対象に、自宅に訪問し、運動指導や日常生活

動作指導を行う事業である。介護保険や障害者総合支援法等で当該事業に相当するサービスを利用

できる方は除外され、市の担当者が必要と判断された方が対象となるため、件数はわずかとなって

いる。事業が十分生かされておらず、広報等を宇治市と協議する必要がある。 

◆実績   延べ 11 件 （実人数 2 件） 

 

２）訪問型短期集中予防サービス（訪問型トータルケアコース） 

短期集中予防サービスの訪問型トータルケアコースのうち、運動面での支援について委託を受け

た。地域包括支援センター等のケアマネジャーが作成するプランに基づき、1 対象者 6 回のうちの

運動プログラムに対して、生活課題の改善のために運動等の支援を行った。 

◆実績   延べ 31 件 （実人数 14 件） 

 

 

通所型介護予防事業 

 

１）健康倶楽部 

65 歳以上の宇治市民を対象に市が市政だよりで応募し抽選で決定した対象者に対して、運動器

向上プログラムを中心とした一般介護予防事業「健康倶楽部」を行った。 

自分の体重を活用した運動を主とする「スロートレーニング教室」、機器を使ったトレーニングで

身体の動きやすさを改善する「パワリハトレーニング教室」、複合型のプログラムを有した「まるご

とトレーニング教室」の 3 種類の教室を広野地域福祉センターなどの各会場にて実施した。 

 

◆スロートレーニング教室 

（実施回数）   176 回 ＜3 会場 4 ｸﾞﾙｰﾌﾟ×週 1 回 22 回×2 ｸｰﾙ＞ 

（実人数）    160 名 

（延参加者数） 2,898 名 

会場 実人数 延参加者数 回数 平均参加者数 延ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数 

東宇治Ａ 35 624 44 14.2 618 

東宇治Ｂ 41 719 44 16.3 474 

西小倉 41 782 44 17.8 310 

広野 43 773 44 17.6 321 

計 160 2,898 176 16.5 1,723 
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◆パワリハトレーニング教室 

（実施回数）   264 回 ＜2 会場 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ×週 2 回 22 回×4 ｸｰﾙ＞ 

（実人数）    208 名 

（延参加者数） 3,822 名 

 

 

 

 

 

 

 

◆まるごとトレーニング教室 

（実施回数）    88 回 ＜2 会場 2 ｸﾞﾙｰﾌﾟ週 1 回 22 回×2 ｸｰﾙ＞ 

（実人数）     57 名 

（延参加者数） 1,060 名 

 

 

 

 

 

 

２）通所型短期集中予防サービス 

短期間で集中的に心身機能の向上に取り組むサービスを平成 29 年度から実施したが、送迎範囲

の課題等から、週 2 回全 20 回で実施する「パワリハぷらすコース」を中止し、栄養・口腔ケアの

内容を含む週 1 回全 20 回で実施する「トータルぷらすコース」に集約し、パワーリハビリテーシ

ョン機器を併用した複合型のコースを２会場で各週１回ずつ実施した。参加者は随時受け入れ、一

人につき 20 回を 1 クールとし、年間各会場 40 回を開催した。地域包括支援センター等のケアマ

ネジャーによるプランに基づいて実施し、サービス開始に当たって参加するサービス担当者会議に

おいて、自宅での様子をアセスメントし、終了後には自宅にて終了後アセスメントを行った。（サー

ビス担当者会議は委託料に含まれるものとされ、終了後アセスメントは、その後の指導を含めた訪

問指導料を算定・請求するものとされている。） 

事業の実施と併行し、短期集中予防サービスの在り方を模索、和泉市の取り組み事例を参考に学

びながら協議を行っている。 

  ◆トータルぷらすコース 

（実施回数）    80 回 ＜2 会場 2 ｸﾞﾙｰﾌﾟ週 1 回 20 回で×2 ｸｰﾙ＞ 

（実人数）     42 名 

（延参加者数）  626 名 

会場 実人数 延参加者数 回数 平均参加者数 延ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数 

Ａ広野 69 1,286 88 14.6 470 

Ｂ黄檗 70 1,332 88 15.1 387 

Ｃ広野 69 1,204 88 13.7 692 

計 208 3,822 264 14.5 1,549 

会場 実人数 延参加者数 回数 平均参加者数 延ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数 

あいらの杜 23 474 44 10.8 65 

広野 34 586 44 13.3 148 

計 57 1,060 88 12.0 213 
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◆事後アセスメント（自宅にて身体機能・生活状況の確認、指導） 

（実施件数）  25 件（通所型の終了者） 

 

３）セルフパワリハ 

65 歳以上の利用希望者で、宇治市健康生きがい課で受け付け登録された方が、実施日に広野地域

福祉センターへ来所してトレーニングを行った。基本的に利用者の自己管理・自主トレーニングで

あるが、機器操作や運動方法、安全管理等を専門職員が指導した。 

◆実績 

 

 
※90 回のうち、警報により 1 回、工事により 2 回の中止対応あり 

 

４）認知症予防教室 

介護予防事業として、65 歳以上で認知機能の活性化に関心のある方に対して、宇治市の介護予防

拠点施設を中心に「頭いきいき教室」を開催し、教室に継続的（年 22 回）に参加する中で、他者と

の交流を深めながら、脳活性化訓練等を積極的に行い、生活の活性化を図ることを目的として実施

した。平成 28 年度までは初めての方を優先してきたが、年数を重ね介護予防事業全体の変更もあ

り、平成 29 年度は申込者全員を受け入れ、今年度は平成 29 年度に参加していない方を優先的に

受け付けた。欠席見込みを昨年度同様とし、定員 16 名に対して 20 名程度を受け付けたため、４

会場で定員を超える高い参加率となった。 

◆実績 

（実施回数） 132 回 ＜6 会場×22 回＞ 

（実人数）  119 名  （延参加者数） 2,222 名 [定員数 2,112 名] 

会場 実人数 延参加者数 回数 平均参加者数 延ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数 

城南荘集会所 21 396 22 18.0 21 

ハーモニーやまはた 20 324 22 14.7 148 

伊勢田明星園 19 361 22 16.4 163 

まごころ大久保 20 381 22 17.3 65 

宇治愛の郷 21 429 22 19.5 97 

まごころ園 18 331 22 15.0 43 

計 119 2,222 132 16.8 537 

 

会場 実人数 延参加者数 回数 平均参加者数 延ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数 

黄檗体育館 17 260 40 6.5 76 

広野 25 366 40 9.2 84 

計 42 626 80 7.8 160 

会場 実施回数 登録者数 延参加者数 

広野 90 46 3,623 
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５）脳活性化教室（頭すこやか講座） 

平成 29 年度に引き続き、申込不要の認知症予防事業を 3 会場で月１回ずつの講座を実施した。 

月ごとにテーマを決めた講話と脳活性化ゲーム・運動を毎回取り入れ、健康づくりに役立つ内容

とし、テーマの中には栄養講話や口腔ケアの内容も盛り込んだ。 

脳の健康度チェックとしてファイブコグテストも継続して取り入れたが、自身の認知機能の状況

を把握していきいきとした日常を過ごすきっかけに役立てていただく目的で、年間各会場１回ずつ

とした。 

◆実績（実施回数） 34 回 ＜3 会場×12 回－2 回＞  （延参加者数） 1,524 名 

会場 延参加者数 回数 平均参加者数 

東宇治地域福祉センター 508 12 42.3 

西小倉地域福祉センター 534 12 44.5 

うじ安心館 482 10 48.2 

計 1,524 34 44.8 

※うじ安心館で気象警報により 2 回中止 

 

地域包括支援センター運営事業 

 

宇治市からの委託を受けて市内 3 カ所（西宇治、東宇治南、中宇治）にて地域包括支援センター

の運営事業を行った。 

１）介護予防支援事業（事業対象者・要支援 1･2 の方の給付管理） 

◆実績 

 

 

 

 

 

※居宅介護支援事業所への委託件数含む 

２）総合相談・権利擁護・包括的支援事業 

◆実績 

相談対応の内容等 西宇治 東宇治南 中宇治 計 

介護保険サービスに関すること 4,153 4,785 ４,274 13,212 

成年後見制度に関すること 163 16 23 202 

高齢者虐待に関すること 362 248 239 849 

その他の権利擁護に関すること 22 87 144 253 

相 談 件 数 計 4,700 5,136 4,680 14,516 

（再掲）ケ ア マ ネ 支 援 88 33 291 412 

当 年 度 新 規 実 人 数 569 644 557 1,770 

 西宇治 東宇治南 中宇治 計 

予防給付年間給付管理件数 1,551 2,092 1,228 4,871 

月平均給付管理件数 129.3 174.3 102.3 405.9 

総合事業年間給付件数 1,260 2,523 1,347 5,130 

月平均給付管理件数 105.0 210.3 112.3 427.5 
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３）小地域包括ケア会議開催 

◆開催状況一覧 

包括名 開催日 参加者数 テーマ 

西宇治 

8 月 29 日 23 「だれ？どこ！プロジェクト会議」捜索訓練実施に向けて打ち合わせ① 

9 月 19 日 18 「だれ？どこ！プロジェクト会議」捜索訓練実施に向けて打ち合わせ② 

10 月 17 日 24 「だれ？どこ！プロジェクト会議」捜索訓練実施に向けて打ち合わせ③ 

10 月 26 日 42 「だれ？どこ！プロジェクト会議」捜索訓練 当日 

1 月 25 日 28 「だれ？どこ！プロジェクト会議」訓練実施の振り返り 

東宇治南 

9 月 3 日 52 事例検討Ｉさんの支援～資源マップを参考に 

11 月 1 日 62 「地域力」を考える。京都府南部地域豪雨災害の報告 

1 月 17 日 50 
「地域力」を考える。パート２ いざという時に備えて二つの自治会の

防災の取り組みを聞く 

中宇治 

9 月 20 日 18 
認知症及びひとり暮らし高齢者（地域で安心見守り拠点）プロジェクト

モデル事業実施に向けて 

12 月 19 日 25 事例検討会 

2 月 20 日 25 事例検討会 

 

４）初期認知症総合相談支援事業 

認知症になっても住み慣れた地域で生活が継続できるよう、専任の認知症コーディネーター2 名

（社会福祉士）とアルバイトの看護師 1 名を配置し、医療、福祉等とのネットワークを形成し、認

知症の人や家族に対し、状況に応じた適切な支援を行うことと、初期認知症の特性に配慮して切れ

目のない支援を提供するために、状況に応じた適切な医療、介護等との連携を図るとともに、必要

となる社会資源等を構築することを目的に実施した。 

６年目となる平成 30 年度は、特に認知症の人の社会参加と就労の場づくりを中心に、れもねい

ど加盟団体・企業の協力を得ながら事業に取り組んだ。そのために、初めてれもねいど加盟団体・企

業対象のセミナーを開催し、その中で認知症当事者・家族とのグループミーティングも行った。 

更に、宇治市内に新設された京都認知症総合センターの事業に協力した。 

 

① 二次予防事業該当者訪問（初期スクリーニング訪問）の実施 

宇治市内の二次予防事業該当者のうち認知機能低下に該当する人で、宇治市が開催する介護予防

事業への参加がなかった人 351 名を対象に、訪問による実態の把握と必要に応じて本人支援や家

族支援につなぐことを目的に実施したが、その中で介護保険サービスが必要な状態の方も 6 名おら

れ、地域包括支援センターに訪問依頼し、住宅改修やデイサービスの利用につながったケースがあ

った。 

 

② 認知症対応型カフェの企画・管理 

これまで北宇治圏域で毎月 1 回開催していたリオス槙島でのれもんカフェを、宇治市全域のれも

んカフェと位置づけ、北宇治圏域として別に年 4 回のれもんカフェを開催することとした。また、
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新規会場のプレ開催を 1 回行ったため、年間の開催回数が 37 回となった。 

圏域名 開催場所 開催回数 参加者数 

全域 Reos 槇島 12 267 

東宇治北圏域 カフェクラリネ、ハーモニーやまはた 4 126 

東宇治南圏域 オーキタ、宝善院、東宇治地域福祉センター 4 82 

中宇治圏域 宇治教会、Café 京都紀翔 5 92 

北宇治圏域 小倉明星園 4 71 

西宇治圏域 西小倉地域福祉センター、伊勢田明星園 4 56 

南宇治圏域 とんがり山のてっぺん DE！ 4 63 

合 計  37 757 

 

③ 認知症初期集中支援チーム事業の実施 

認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域のよい環境で暮らし続けら

れるために、認知症の方やその家族に早期に関わるための「認知症初期集中支援チーム」を配置し、

早期診断・早期対応に向けた支援体制を構築することを目的に実施した。 

チームは市内全域を対象として、圏域の包括等との連携により実施し、36 ケースの訪問調査と介

護サービス導入や、医療受診等必要な支援を行った。 

 

④ 認知症を正しく理解するための連続講座の開催、認知症サポーター養成講座の調整 

市民や市内の介護保険事業者、医療関係者に対して啓発事業の一環として、京都府立洛南病院副

院長の森俊夫先生等を講師に、認知症を正しく理解いただくための連続講座を開催した。 

全 5 回全ての講座を受講された方に宇治市長名で修了証を発行するとともに、希望者には宇治市

の認知症事業のボランティアである「れもねいだー」に登録をいただいた。 

また、れもねいだーを対象とした講座も別途開催した。 

 

◆【認知症を正しく理解するための連続講座】受講者数 53 名 れもねいだー登録者数 17 名 

  〔れもねいだー登録状況〕登録者数：81 名 

 

 

 

 

 

 

◆【れもねいだー講座】 受講者数：24 名 

 開催日 内容 

１ 9 月 9 日 認知症の医療とケア① 

２ 10 月 6 日 認知症の医療とケア② 

３ 11 月 17 日 認知症あんしんサポーター養成講座 

４ 12 月 15 日 宇治市の認知症施策のあゆみと展望 

開催日 内容 

12 月 10 日 
・講義「みんなで作ろう！つながろう！認知症アクションアライアンス」 

・れもねいだー活動紹介 
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◆認知症サポーター養成講座 

 

 

 

 

⑤ 認知症カフェ運営者・スタッフ研修（新規） 

平成 30 年 3 月に宇治市内に開設された京都認知症総合センターの機能強化事業として、京都府

下で認知症カフェを運営している団体の運営者・スタッフを対象とした研修会を企画・実施した。 

 

開催日 テーマ（内容） 講師 開催場所 参加者数 

10 月 19

日 
「認知症カフェとはⅠ」 

森俊夫氏 

（府立洛南病院副院長） 
京都認知症総合センター 26 

11 月 27

日 
「認知症カフェとはⅡ」 

苅山和生氏 

（佛教大学准教授） 
うじ安心館 29 

12 月 20

日 
「認知症カフェとはⅢ」 

河合雅美氏 

（認知症の人と家族の会京都

世話人・NPO 法人オレンジコ

モンズ理事） 

宇治市生涯学習センター 24 

1 月 17 日 
「まとめ～認知症カフェス

タッフに求められる資質～」 

武地一氏 

（藤田医科大学教授） 
京都認知症総合センター 21 

3 月 21 日 

基調講演 

「西香川病院におけるオレ

ンジカフェの取り組みから」 

大塚智丈氏・渡邊康平氏 

（三豊市立西香川病院院長） 

（同 非常勤相談員） 

宇治市生涯学習センター 18 

 

⑥ 第 5 回認知症フォーラム in うじの開催 

「宇治市認知症アクションアライアンス〝れもねいど″」の進捗状況と「認知症の人にやさしい

まち・うじ」に向けた取り組みを市民に報告する場として毎年開催している「認知症フォーラム in

うじ」を平成 31 年 3 月 21 日に開催し、250 名を超える市民、関係者等の参加を得た。 

 

◆ 開催日 平成 31 年 3 月 21 日（木） 

◆ 場 所 宇治市生涯学習センター 

◆ 参加者 市民、関係者等 250 名 

◆ 内容 

午前の部  「基調講演」 10 時 30 分～12 時 00 分 

「西香川病院におけるオレンジカフェの取り組みから」 

      講師：香川県三豊市立西香川病院院長  大塚智丈氏 

         同       非常勤相談員  渡邊康平氏 （認知症当事者） 

 

開催回数 受講者数 

67 1,781 
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こどもれもねいど（キッズサポーター養成講座） 12 時 00 分～13 時 30 分 

      仕掛け絵本による子ども向け認知症のお話 

      図書館による認知症関連図書コーナー 本の読み聞かせ 

午後の部  「認知症フォーラム」 13 時 00 分～15 時 30 分 

１）Michiyo ＆ オイワ ミニライブ 

２）シンポジウム  コーディネーター 森俊夫氏（京都府立洛南病院 副院長） 

          コメンテーター  山本正 宇治市長 

                   平尾和之氏（京都文教大学臨床心理学部 教授） 

大塚智丈氏（香川県三豊市立西香川病院 院長） 

 

報告１ 認知症当事者の社会参加と就労の場づくりプロジェクト「しごとれもん」 

    報告者：京野菜いのうち  認知症当事者、家族 

 

報告２ 認知症の本人と京都認知症総合センターの取り組み 

    報告者：京都認知症総合センター担当者・認知症当事者、家族 

 

報告３ 家族の立場から 

    報告者：家族 

 

⑦ 宇治市認知症アクションアライアンス〝れもねいど″推進協議会の開催 

 

 宇治市認知症アクションアライアンスれもねいどの事務局として、当事者、関係団体代表者等で

構成された推進協議会を年 4 回開催した。 

 日時 内容 

第 1 回 ６月２５日 
お茶摘み実施報告 

平成 30 年度れもねいどアクション実施計画 他 

第 2 回 １０月１日 

しごとれもん「万願寺唐辛子収穫・販売」実施報告 

れもねいど加盟登録団体セミナー開催について 

当事者を中心とした活動について 他 

第 3 回 １月２２日 
しごとれもん「コカブ収穫・販売」実施報告 

第 5 回認知症フォーラム in 宇治開催について 他 

第 4 回 ３月２６日 
第 5 回認知症フォーラム in 宇治の振り返り 

来年度のれもねいど事業に向けて 
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宇治市地域福祉センター指定管理事業 

 

指定管理者として、西小倉地域福祉センター、東宇治地域福祉センター、広野地域福祉センター

の施設・設備にかかる管理運営を行った。 

 

１）デイルーム等の利用状況 

◆実績 

 
西小倉 東宇治 広野 計 

利用者数 (内入浴) 利用者数 (内入浴) 利用者数 (内入浴) 利用者数 (内入浴) 

男性 5,237 4,254 3,746 3,538 816 574 9,799 8,366 

女性 2,544 1,347 3,081 2,526 3,054 909 8,679 4,782 

計 7,781 5,601 6,827 6,064 3,870 1,483 18,478 13,148 

 

２）施設の利用状況 

◆実績 

利用区分 

※（ ）は広野での呼称 

西小倉 東宇治 広野 計 

件数 利用者数 件数 利用者数 件数 利用者数 件数 利用者数 

ボランティアルーム 252 4,410     252 4,410 

地域交流室(会議室) 298 8,489 461 14,221 523 13,379 1,282 36,089 

研修室(介護者教育室) 285 8,191 461 14,221 519 13,260 1,265 35,672 

料理教室 228 4,714 109 2,250 43 866 380 7,830 

計 1,063 25,804 1,031 30,692 1,085 27,505 3,179 84,001 

 

３）コミュニティカフェ及び地域福祉のつどい開催 

 

【コミュニティカフェ】 

開催日 場所 内容 参加人数 

8 月 25 日 西小倉地域福祉センター 第 11 回西小倉コミュニティカフェ 100 

10 月 20

日 
東宇治地域福祉センター 第 11 回ひがしうじコミュニティカフェ 140 

10 月 8 日 広野地域福祉センター 第 11 回ひろのコミュニティカフェ 224 

 

【地域福祉のつどい】 

開催日 場所 内容 参加人数 

2 月 10 日 広野地域福祉センター 第 11 回広野地域福祉のつどい 73 

3 月 2 日 西小倉地域福祉センター 第 10 回西小倉地域福祉のつどい 83 
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生活支援コーディネーター業務 

 

平成 29 年度より完全実施となった地域支援事業における、要支援者等に対する新たな介護予防

サービスのための担い手養成やその担い手による通所型サービスの創設等を行う目的で委託を受け

て実施した。 

 

（１）多様な関係主体間の定期的な情報共有及び連携・協働に関する業務 

 

 〇 第１層協議体（宇治市地域の支え合い仕組みづくり会議）への出席、運営支援 

宇治市における第１層協議体である宇治市地域の支え合い仕組みづくり会議が年 4 回開催さ

れ、全ての会議に出席してグループワークでのファシリテーター及び当社が実施した事業につい

て報告した。 

 〇 第２層生活支援コーディネーターとの連携 

宇治市における第２層協議体である宇治市地域の支え合い仕組みづくり会議（地域版）が 2 会

場（槇島地域福祉センター、木幡公民館）において各 2 回ずつ開催され、槇島地域福祉センター

会場は 2 回、木幡公民館会場は 1 回出席した。 

 

（２）生活支援・介護予防活動等の担い手養成に関する業務 

 

○ 宇治市健康長寿サポーター養成講座（入門編）の実施 

一人暮らし高齢者など日常的なサポートが必要な方が、住み慣れた地域で安心して暮らし続け

られるよう、掃除や買い物等の生活支援や居場所等のボランティア活動等の担い手になっていた

だき、地域住民の暮らしを支えることや新たに地域での活動に参加いただくことを目的に、「健康

長寿サポーター養成講座入門編」を 4 回シリーズで第 1 期は府営槇島大川原団地集会所、第 2 期

はリエゾン宇治おおくぼで実施した。 

 

内  容 講  師 
府営槇島大川原団地

集会所 

リエゾン宇治 

おおくぼ 

■講演 

どう変わった？介護保険制度 

～合言葉は『お互いさま！』そ

んな宇治のまちを創りません

か？～ 

■宇治市福祉サービス公社 

事務局次長 

川北雄一郎 

 

 

8 月 17 日 

 

9 月 13 日 

 

■講演 

高齢者の心と身体の理解とコ

ミュニケーションについて学

ぼう 

■宇治市福祉サービス公社

椎葉幸惠子 

8 月 24 日 

 

9 月 18 日 
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■講演 

認知症について知ろう 

■ビデオ鑑賞 

『花子さん笑って』 

■認知症キャラバンメイト

迫本雅美氏 

畑中めぐみ氏 

（9 月 25 日） 

井上佳子氏 

（9 月 20 日） 

■認知症コーディネーター

佐野友美（公社） 

8 月 27 日 

 

9 月 20 日 

 

■実践発表 

わがまちの身近な実践事例を

学ぼう 

■グループワーク 

ご近所での助け合いを体験し

てみましょう 

■修了式 

■若葉台自治会助け合い委

員会 

初田隆史氏 

（８月３０日） 

つどいのえまり（笑舞利） 

堀井勝英氏 

（９月２７日） 

8 月 30 日 

 

9 月 27 日 

 

受講者数 11 3 

サポーター登録 10 3 

※時間は午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分（但し、2 回目は午後 3 時、4 回目は午後 4 時） 

 

○ 宇治市健康長寿サポーター養成講座（実践編）の実施（訪問型・通所型合同講座） 

宇治市健康長寿サポーター養成講座（入門編）を受講し、健康長寿サポーターとして登録された

方を対象に、住民主体通所型サービスや通いの場、あるいは訪問型サービスや助け合い活動等を

立ち上げていくために、必要なスキルを学ぶことを目的に、実践編の講座を 2 期開催し計 18 名

の参加受講があった。 

内 容 第 1 期 第 2 期 

■「介護予防・日

常生活支援総合事

業について学ぼ

う」 

■「住民主体Ｂ型

サービスやサロン

活動について学ぼ

う」 

6 月 6 日 

生涯学習センター 

■生活支援コーディネーター 芦田康雄（公

社） 

 

■◎住民主体Ｂ型サービス 

…生活支援コーディネーター 芦田康雄（公社） 

◎サロン・Ｂタイプリハビリ事業 

…宇治市社会福祉協議会 松尾まみ氏 

10 月 18 日 

西小倉地域福祉センター 

■生活支援コーディネーター 芦田康雄（公

社） 

 

■◎住民主体Ｂ型サービス 

…生活支援コーディネーター 芦田康雄（公社） 

◎サロン・Ｂタイプリハビリ事業 

…宇治市社会福祉協議会 松尾まみ氏 

■「介護予防体操

を学ぼう」 

■見学会希望アン

ケートについて 

6 月 8 日 

生涯学習センター 

■宇治市福祉サービス公社 

川村久美子 

10 月 25 日 

西小倉地域福祉センター 

■宇治市福祉サービス公社 

細川佐理 
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■「これから活動

を始めるにあたっ

て大切なこと」 

■「現場実習に向

けたオリエンテー

ション」 

6 月 11 日 

宇治市福祉サービス公社中宇治事業所 

■生活支援コーディネーター 芦田康雄（公

社） 

10 月 30 日 

西小倉地域福祉センター 

■生活支援コーディネーター 芦田康雄（公

社） 

■「現場実習」 6 月 12 日～6 月 22 日 10 月 31 日～11 月 14 日 

■「現場実習の振

り返り」 

 

6 月 25 日 

宇治市福祉サービス公社中宇治事業所 

《実習先》 

◎つどいのえまり（笑舞利） 

◎おこしやす 

◎温かなご用聞きねっとたんぽぽ 

◎むらさき気楽会 

◎御蔵山サロン 

◎ズンドコサロン 

◎いきいき体操 

◎サロンいきいき 

◎サポートセンターきんと雲 

11 月 15 日 

西小倉地域福祉センター 

《実習先》 

◎つどいのえまり（笑舞利） 

◎スマイル伊勢田 

◎おこしやす 

■「やりたい活動

を見つけよう～活

動団体との出会い

の場～」 

6 月 27 日 

生涯学習センター 

《参加団体》 

◎つどいのえまり（笑舞利） 

◎おこしやす 

◎サポートセンターきんと雲 

◎宇治市社会福祉協議会Ｂ型（地域参加型）リ

ハビリ教室 

◎宇治ボランティア活動センター 

◎宇治市福祉サービス公社介護予防サポートセ

ンター 

11 月 20 日 

西小倉地域福祉センター 

《参加団体》 

◎つどいのえまり（笑舞利） 

◎おこしやす 

◎サポートセンターきんと雲 

◎宇治市社会福祉協議会Ｂ型（地域参加型）リ

ハビリ教室 

◎宇治ボランティア活動センター 

◎宇治市福祉サービス公社介護予防サポートセ

ンター 

※時間は午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分（但し、3 回目は午後 3 時、現場実習は実習先の時間帯による） 

 

【講座 1】 

（第 1 期）                      （第 2 期） 

              



34 

 

【講座 2】 

（第 1 期）                （第 2 期） 

     

 

【講座 6】 

（第 1 期）                （第 2 期） 

     

 

○ 健康長寿サポーターの意見交換・勉強会の実施（つどい） 

宇治市健康長寿サポーターが介護予防・日常生活支援総合事業、宇治市生活支援体制整備事業

について理解を深め、住民主体型サービスの担い手の他、地域のさまざまな活動に参加したり、

主体的に活動に取り組んでいただく意識を高めることを目的に勉強会を開催した。 

 

 内   容 日  時 

1 回目 平成 23 年より「住み慣れた地域でいつまでも元気で健やかに暮ら

し続ける為に」をモットーに、高齢者サロン、世代間交流、地域助け

合い等の活動に取り組んでこられている NPO 法人みんなの元気塾

に訪問し、その先駆的活動の内容について研修を受けるとともに、

意見交換を通じて参加者同士の交流を深めながら、今後、宇治市に

おいて住民主体型サービスを拡げていくための方策について考える

ことを目的に実施した。 

10 月 10 日 

午前 11 時～午後 4 時 

NPO 法人みんなの元気塾 

（参加者） 

健康長寿サポーター：24 名 

宇治市：1 名 

宇治市福祉サービス公社：2 名 

2 回目 「住み慣れた地域でいつまでも元気で暮らしたい！」と思う気持ち

は誰もが願うもの。そのためには、介護が必要な状態にならないよ

う、一人ひとりが介護予防につとめ、役割を持ちながら生活を送る

ことが大切である。 

そういった生活を実現するために、宇治市健康長寿サポーター等の

ボランティアによる通いの場活動や訪問活動等の支え合いの活動が

徐々に拡がってきている。 

そのような住民が運営する支え合い活動で大切になってくるのは、

支援する側、支援される側といった立場を固定化するのではなく、

１月８日 

午後 1 時 30 分～4 時 30 分 

うじ安心館 

（参加者） 

健康長寿サポーター：25 名 

宇治市：2 名 

宇治市福祉サービス公社：2 名 
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誰もが役割を持ちながら助け・助けられる関係、つまりお互いさま

の対等な関係で運営していくことが非常に大切である。 

前半は、通いの場活動や訪問活動等の支え合いの活動を進めていく

ために、必要なスキルについて学び、後半は通いの場活動や訪問活

動等の支え合いの活動を拡げていくためにどのようなことが必要か

について意見交換した。 

 

また、宇治市健康長寿サポーター同士の交流を深めるために、気軽に立ち寄って、自由におし

ゃべりしたり、何かを創作したり、イベントを実施したりできるスペースとして、毎月第木曜日

の午前 9 時～12 時まで宇治市福祉サービス公社中宇治事業所を開放した。 

その「おしゃべりサロン」の場を利用して、「通いの場」を運営していくために必要なスキル

であるレクリエーションについての講座を実施した。 

 

3 回目 「リズム体操を学ぶ」 

講師：川村久美子（宇治市福祉サービス公社） 

5 月 10 日 

午前 10 時～12 時 

宇治市福祉サービス公社 

中宇治事業所 

（参加者） 

健康長寿サポーター：19 名 

（1 回目） 

       

（2 回目） 

       

（3 回目） 
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（３）住民主体型サービスの立ち上げ等に向けた支援に関する業務 

 

【通いの場】 

○ つどいでの通いの場の立ち上げ協議を経て、平成 29 年度に西小倉地域福祉センターを会場

に「通いの場かがやき」となごみりあ集会所を会場に「通いの場なごみ」が立ち上がり、住民主

体通所型サービスへの移行を目指して、月２回のモデル事業実施に対し継続支援した。 

そして、西小倉地域福祉センターを会場に実施してきた「通いの場かがやき」については、

11 月 1 日から 4 カ所目の住民主体通所型サービスに移行して週１回実施されている。 

また、新たなモデル実施として、東宇治南圏域内にある「あいらの杜」宇治五ヶ庄地域交流ス

ペースを会場に、通いの場を立ち上るための説明会を 9 月に実施し、数回にわたる準備会議を経

て、平成 31 年 1 月 9 日から月 2 回のモデル事業として「通いの場陽だまり」を立ち上げた。 

 

〈通いの場かがやき〉 

     
 

〈通いの場なごみ〉 

     

 

〈通いの場陽だまり〉 
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（４）健康長寿サポーター間の支援体制づくりに関する業務 

 

○ 住民主体通所型サービスの運営中心者を対象に、運営にあたっての課題等の意見交換やスキ

ルアップのための研修を実施した。 

 

 内   容 日  時 

１回目 急病や交通事故をはじめとする各種救急事象が発生した時、救急隊が現場に到着す

るまでの間、その現場に居合わせた市民により、適切な応急手当が速やかに実施され

ることによって、傷病者が救命される可能性が一層高くなる。 

しかし、救急事故の発生時に家族、通行人、その他の人が現場に居合わせながら、「動

かさない方がいい」「どうしてよいか分からない」等といった理由から、傷病者に対

して適切な応急手当がなされず、救命のチャンスを逸してしまう事例も少なくない

のが現実である。 

そのようなことが起きないように、応急手当に関する正しい知識と技術を身につけ、

今後の活動時のいざという時に活かしていただくため、救命講習会を開催した。 

また、当講習を修了された方には、普通救命講習修了証を交付した。 

7 月 26 日 

午後 1 時 30 分

～4 時 30 分 

うじ安心館 

（参加者） 

26 名（内 1 名

は健康長寿サポ

ーターの友人） 

２回目 平成 30 年 11 月時点で、市内に４ヶ所の住民運営の通所型サービスが誕生し、介

護予防、生きがいづくり、健康づくりのために、参加者の持ち味を活かしたプログラ

ムで実施されている。 

プログラムの企画にあたっては、参加者の身体状況や会場の広さ等を考慮しながら

考えるだけでなく、プログラム実施にあたっては安全に配慮した進行が不可欠とな

る。 

平成 30 年 3 月に、おしゃべりサロンにおいて「身近な材料でできるレクリエーシ

ョンを学ぼう」と題した講習を実施したところ、非常に好評で再度実施を望む声が寄

せられたことから、第２弾として「身近な材料を使って、安全にレクリエーションを

実施するために」と題した研修を開催した。 

3 月 1 日 

午後 2 時～4 時 

宇治市福祉サー

ビス公社 

中宇治事業所 

（参加者） 

健康長寿サポー

ター22 名 

（1 回目） 

    

（2 回目） 
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（５）健康長寿サポーターの管理及び活動の場の情報提供に関する業務 

 

○ 平成 31 年 3 月末時点で宇治市健康長寿サポーターの登録者は 141 名。 

○ 4 月、8 月、1 月に健康長寿サポーター通信を発行し、研修の案内や活動の担い手の募集等

の情報提供を行った。 

○ 宇治市健康長寿サポーターから寄せられる相談対応を行った。 

 

（６）地域活動団体等の活動発表の場の企画・調整、実施に関する業務 

 

○ 「宇治市健康長寿フェス 2019」の開催 

高齢者が住み慣れた地域社会の中で役割を持って、いきいきと生活するためには、高齢者が長

年培ってきた優れた技術や経験、知識等の持てる力を発揮できる場や社会参加の場の確保が必要

であり、地域住民が行っているさまざまな活動や各種団体の活動が、互いの活動を知り、結びつい

ていくことで活動が更に活性化いくことが期待されている。 

『宇治市健康長寿フェス 2019』は、地域福祉活動等で頑張っておられる方々の発表の場とし

て、更にはこれから新たに活動を始めようとされる方々がその発表から地域づくりや活動のヒン

トを得てそれぞれがお住まいの地域に広げていただくきっかけになることを期待して実施した。 

また、「宇治市健康長寿フェス 2019」の開催を広報することを目的に、2 月 12 日（火）～15

日（金）まで市役所展示コーナーにてＰＲ展を開催した。11 月 1 日号市政だより、生活支援体制

整備事業、住民主体通所型サービス等のパネル展やフェス当日の内容を広報する他、来場者に「地

域で行われている助けあい活動」「困っていること」のアンケート調査や展示内容を鑑賞いただき、

評価できる活動団体には『いいね！シール』を貼付してもらった。 

なお、今回の『宇治市健康長寿フェス 2019』のＰＲ展とフェスの開催にあたって、健康長寿

サポーターに対してスタッフ要員を募集したところ、ＰＲ展で 7 名、フェスで 13 名のスタッフ

要員の申し出があり、それぞれの担当部門で積極的に活動してもらった。 

 

（７）月例定例会議の運営支援に関する業務 

 

○ 担当者会議 

  宇治市に配置された生活支援コーディネーターが地域の福祉活動等に関する情報交換、意見交

換を目的に、奇数月に担当者会議を実施した。 

○ 事務局会議 

  宇治市における生活支援体制整備事業を推進していくため、宇治市、宇治市社会福祉協議会、

宇治市福祉サービス公社の３者間が集まっての事務局会議の他、宇治市地域の支え合い仕組みづ

くり会議の座長、副座長を交えた戦略会議に出席した。  

 

 

 



39 

 

宇治市生活支援員（通称 39 支援員）養成事業  

 

要支援認定等の高齢者に対して、掃除・買い物・洗濯等の家事のみを支援するサービスが平成

29 年 4 月から開始され、その担い手として従事できる方を養成する研修を実施した。 

介護保険制度や介護サービス提供時の留意点、コミュニケーション技術、家事援助技術等 39 時

間のカリキュラムを組み、定員 20 名のところ７名の方が受講され、カリキュラムを修了された。 

 

カリキュラム 

【講義】計 19 時間 

開催日 科    目 

10 月 31 日 9:30～12:40 （1）介護保険制度 

11 月 2 日 9:30～12:40 （2）介護における尊厳の保持・自立支援 

11 月 5 日 9:30～12:40 （3）老化の理解 

11 月 7 日 9:30～12:40 （4）介護における安全の確保とリスクマネジメント 

11 月 9 日 9:30～11:40 （5）介護職の役割、専門性と多職種との連携・職業倫理 

11 月 12 日 9:30～12:40 （6）介護におけるコミュニケーション技術 

11 月 14 日 9:30～11:40 （7）生活援助の方法 

 

【演習・実習】計 18 時間 

11 月 16 日 9:30～12:40 （８）生活援助の技法①   ○調理・洗濯・掃除 

11 月 19 日 9:30～12:40 
（９）生活援助の技法②     ○ベッドメイキング  

 ○車いす操作、歩行介助 

11 月 21 日 9:30～12:40 
（10）生活援助の技法 3 

○緊急時対応方法    ○介護職の心身の健康管理 

11 月 26 日 9:30～12:40 （11）生活援助の技法④  ○事例検討 

11 月 27 日～12 月７日

のいずれか１日 
9:00～16:00 （12）訪問介護同行実習 

 

【振り返り】計 2 時間 

12 月 10 日 9:30～11:40 （13）振り返り・修了式 

 

 

脳活性化事業（歌笑会） 

 

認知症予防事業の一環として市内 3 会場にて月 1 回開催した。２時間のうち、前半は脳を活性化

するためのミニ講座を行い、後半は季節の唱歌や年代別流行歌を歌いながら、その時代を回想する

教室を企画・開催し、好評を得た。 
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◆実績 

会場 男性（延べ） 女性（延べ） 不明 合計 定員充足率（％） 実人数 

伊勢田明星園 

（定員 30 名） 
64 492 1 557 154.7 84 

ヴィラ鳳凰 

（定員 40 名） 
53 542 0 595 124.0 105 

まごころ園 

（定員 40 名） 
44 373 0 417 86.9 64 

計 161 1,407 1 1,569 118.9 253 

 

 

宇治市福祉人材研修事業 

 

宇治市からの受託事業として、市内の介護保険事業者を対象とした研修を 10 回実施した。 

◆実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修名 実施日 参加人数 

宇治市の行政施策とインフォーマルサービス・ケアマネジ 

メント業務において押さえておきたいポイントを学ぼう！ 

5 月 14 日 

午後 1 時 30 分～5 時 
38 

改定の重点課題でケアマネジャーに求められるもの 

～ケアプランの見直しの視点～ 

6 月 19 日 

午後1時30分～4時30分 
54 

「認知症」パート 1： 

認知症医療、現状とこれから 

7 月 25 日 

午後1時30分～4時30分 
31 

「認知症」パート 2： 

認知症、その人らしさを支えるケアとは 

8 月 23 日 

午後1時30分～4時30分 
39 

介護者支援から始まる在宅介護 

～様変わりしてきた家族事情～ 

9 月 14 日 

午後1時30分～4時30分 
39 

精神疾患の理解とそのケア  

～共に生きる～ 

10 月 11 日 

午後1時30分～4時30分 
41 

看取りを学ぶ  

～「生ききる」により添う～ 

12 月 19 日 

午後 2 時～5 時 
46 

～これだけは知っておこう～ 

介護現場での医療知識 

1 月 22 日 

午後 2 時～5 時 
29 

利用者と介護職のための介護技術（移動介助と食事介助） 
2 月 19 日 

午前 10 時～午後 5 時 
15 

介護保険サービスと障害福祉サービスとの連携 

～法改定と宇治市の現状～ 

3 月 15 日 

午後1時30分～4時30分 
42 
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利用者とともに 市民とともに 


